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奥秩父から奥多摩背陵を歩く
熊倉山～酉谷山～棒の折山
実施日 2017年5月3日(水･祝)～5月4日(木･祝)
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 白石恵美子､遠井謙策､中村

友子､瀧澤きよの､宮崎敏男
計５名

費 用 西武線1,345円 ８１０円
タイム 5/3 白久駅 (9 :23)熊倉山登

山口(10:35)城山 (12:00
∼30昼食)熊倉山(13:47∼
14 :00)檜岳 (14 :18)小黒
(14:50)酉谷山(17:30)酉
谷山避難小屋(17:50)
水･テン場(16:00)

5/4 テ ン場 (5 :50 )天 目 山 (7 :
5 0∼ 8 : 2 0 )蕎 麦 粒 山 (10
: 0 2 )長 尾 丸 山 ( 1 3 : 2 3 )
棒 の 折 山 ( 1 4 : 3 0 ∼ 4 0 )
黒 山 ( 1 5 : 0 0 )権 次 入 峠
( 1 5 : 5 0 )岩 茸 石 さ わ ら
びの湯 17:50∼17 :55 ）

5／３
晴天、新緑

の白久駅集合で
駅員さんに熊の
子供にあったと
報告あったから
気を付けてを聞き、四捨五入７０歳、駅
から真っすぐの車道を登山口迄歩く。

いきなりザラバ
の急登。樹林帯
胸突き八丁を登
るとアカヤシオ
に癒されて城山

にて昼食。木の
根、岩の急登痩
せ尾根をを黙々
と登るのみ。
イワウチワに、ア

カヤシオにはなごまされます。
祠のある3等三
角点の熊倉山山
頂にたどり着く。
展望なし。写真
を撮り先を行く。
北方向、赤テー
プあり、ごみ箱あり。確認し、岩稜痩せ
尾根のアップダウン。

登った所に檜岳。
蒲鉾板大の標識
が木にぶら下が
っています。苔
の中に白い可愛

い白い花が英気をくれます。
展望も良くなり稜線を眺め、目の前の
酉谷山を確認
し、稜線を下っ
た大血川合流の
広い落ち葉の道
は赤テープあ
り、ですが迷い
易い場所らしいです。稜線外さず、小黒
に着く。蒲鉾板大の標識あり。悪路で急
登を登り酉谷山山頂です。奥多摩の山々、
丹沢等素晴らしい展望を見て記念写真。
急いで、避難小屋に降りる途中テント
がかなり張ってあり、この時間だし、水



を汲み小屋
を開けてい
きなり主の
親父にこの
時間に何言
っているん
だ。と怒鳴

られテン場へ。すぐ夕飯準備。闇鍋囲み
皆でツイルトかぶり、風無し、木の葉の
ベットでシュラフに潜り就寝。ただ斜面
の為修正が？満月、星空、フクロウに鹿
の鳴き声で朝までぐっすりです。
５／４

晴天の中、
朝食卵スープ
餅入りおじや
を食べ天目山
へと。一般ル
ートは綺麗に

整備され、危険なし、稜線を巻き巻きで
坊主山、七
跳山アップ
ダウンを登
る。
天目山360
度大展望。
昼食。
一杯水避難小屋は広く綺麗です。６分
位の所に水場あり、2㍑３時間かかった。
と言う事で、水はペットボトルに流れこ
んでます。蕎麦粒山も整備され道迷いな
し道標あり二人の先客に写真と撮っても
らい富士山、雲取山、南ア丹沢、大岳と

山々を眺めて、川乗山への分岐の日向沢
の峰を通り過ぎ長尾丸山直登。アカヤシ
オは終りに近かった
が目の前の棒の折山
を確認して山頂へ。
遅い時間か山頂は静
かです。ここで疲れた足と の時間もあ
り、名栗から滝の平尾根をさわらびの湯
へ下山。ここで、問題発生です。岩茸岩

と岩茸石を間
違え小沢峠黒
山迄往復。
大反省下山の
疲れと地図の
確認を徹底を

肝に命じ、一路さわらびの湯迄。
７分程で に飛び乗り解散。
遅くなったので反省会はこの次でとい
うことで解散。
長い１２時間歩行お疲れ様でした。ゴ-
ルデンウイーク１２０%満足度山行にお
付き合い頂きありがとうございました。

（記・瀧澤 きよの）
(写真提供・遠井謙策､中村友子､宮崎敏男)


